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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 5日 (2007.2.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
鋼 線 材 を 直 線 状 に 走 行 さ せ 全 長 を 同 一 条 件 で 加 熱 、 焼 入 、 焼 戻 し す る ラ イ ン 式 連 続 熱 処 理
方 法 に お い て 、 そ れ ぞ れ 、 １ ） 該 線 材 に 張 力 を 作 用 さ せ 該 線 材 の 高 温 部 に お い て 断 面 積 を
２ ０ ％ 以 上 縮 小 さ せ る ダ イ レ ス 引 抜 を 行 い 、 ２ ） 該 張 力 を 与 え る 方 法 が 、 加 熱 の 上 流 側 と
焼 入 の 下 流 側 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た 二 つ の 線 材 送 給 装 置 の 速 度 差 に よ っ て な さ れ 、 ３ ） 加
熱 す る 方 法 が 、 点 上 ５ ０ ℃ 以 上 、 １ ５ ０ ℃ 以 下 に １ 次 加 熱 し た 後 、 冷 却 ・ 焼 入 部 位
の 上 流 側 直 近 に お い て 高 周 波 誘 導 加 熱 に よ り 該 １ 次 加 熱 温 度 よ り ５ ０ ℃ 以 上 、 ２ ５ ０ ℃ 以
下 の 高 温 へ 急 速 に ２ 次 加 熱 す る こ と か ら な り 、 ４ ） 焼 入 冷 却 速 度 と 冷 却 時 間 を ダ イ レ ス 引
抜 と 焼 入 に 対 し て そ れ ぞ れ 必 要 な 大 き さ の 大 き い 方 以 上 と し 、 ５ ） 製 品 断 面 寸 法 を 調 整 す
る 方 法 が 、 縮 小 前 後 の 断 面 積 比 を 該 両 線 材 送 給 装 置 の 速 度 比 に 反 比 例 さ せ る こ と に よ っ て
な さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 鋼 線 材 の 連 続 熱 処 理 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ３ の 発 明 は 、 供 給 さ れ る 鋼 線 材 が 熱 間 圧 延 線 材 で あ り 、 該 線 材 コ イ ル を 静 置 し た 状 態 で
一 端 を 該 コ イ ル の 軸 方 向 に 引 き 出 し て ラ イ ン に 供 給 し 、 上 流 側 線 材 送 給 装 置 は １ 個 の 引 抜
ダ イ ス （ 重 ね ダ イ ス を 含 む ） と キ ャ プ ス タ ン か ら な り 、 該 線 材 送 給 装 置 に よ り 該 線 材 を ダ
イ ス 引 抜 し て 真 円 又 は 楕 円 又 は 卵 形 の い ず れ か の 形 状 に 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 第 １ 又
は 第 ２ の 発 明 に 連 続 熱 処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ４ の 発 明 は 、 焼 入 と 焼 戻 し 間 で 検 知 ・ 算 出 さ れ た 断 面 積 が 規 格 範 囲 を 外 れ た 場 合 、 又 は
同 区 間 で 表 面 欠 陥 が 検 知 さ れ た 場 合 、 そ れ ぞ れ 当 該 部 分 に 対 し て 焼 戻 し 温 度 を 所 定 値 よ り
５ ０ ℃ 以 上 、 １ ０ ０ ℃ 以 下 の 高 温 に 変 更 し て 過 剰 軟 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る １ 又 は
２ 又 は ３ に 記 載 の 連 続 熱 処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 ぎ に 該 線 材 ２ は 通 常 の ソ レ ノ イ ド 型 高 周 波 加 熱 コ イ ル か ら な る １ 次 加 熱 装 置 ６ を 貫 通 し

点 の 上 方 、 ５ ０ ℃ 以 上 、 １ ５ ０ ℃ 以 下 に 加 熱 さ れ 、 短 時 間 保 持 さ れ る 。 当 該 温 度 は
焼 入 に 適 切 な 通 常 の 温 度 範 囲 の 下 限 近 傍 で あ る 。 材 料 の 金 属 組 織 は オ ー ス テ ナ イ ト と な る
。 次 ぎ に 該 線 材 ２ は 通 常 の ソ レ ノ イ ド 型 高 周 波 加 熱 コ イ ル か ら な る ２ 次 加 熱 装 置 ８ を 貫 通
し て １ 次 加 熱 温 度 上 ５ ０ ℃ 以 上 、 ２ ５ ０ ℃ 以 下 に 過 熱 さ れ 、 一 層 軟 化 す る 。 張 力 に よ り 延
伸 が 発 生 す る 。
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